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1977 年 4 月以降， 1984 年 4 月までの間に，公立自閉症児施設 S 園(以下，施設とする)に通園し
ていた自閉症児64名及び， H市内の公立保育所(以下，保育所とする)に通所していた自閉症児60名を
対象とした。保育所群と施設群の平均発達年令，平均暦年令が，一致するように対象を選んだ。自閉症


















期の間に，因子構造に変化がみられた。そこで，対象80例の 2 時点でのデータ計 160 例を一括して
因子分析を行うと， 1) 認知・理解， II) 生活習慣， lli) 孤立性， N) 食事行動， V) 愛着行動，











らかになった。①自閉症児の全体の発達傾向として 3 才--6 才の時期に 社会化の芽ばえがみられる
反面，病的行動が顕在化，明確化してくる乙と。②生活習慣・身辺処理 認知・理解等の発達スキルは，
両療育機関での発達の方向は同様であったが 施設での変化が大であった。③自閉症の病理性について
は，施設での改善が，保育所に比べ大であり，保育所での変化には，多様性がみられた。
乙のような施設と保育所における療育が，自閉症児の発達や症状に及ぼす影響の差は，対治療者との
対人密度，課題・訓練場面の，構造性の相違によるものと考えられ，乙の点では，施設のような小規模
集団の中で，構造設定を明確にして，自閉症児の安定をはかり，発達レベルにあった課題を，治療者と
の間で，反復しておこなうことにより，発達過程の進歩を促す乙とが有効であると考えられた。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，年少の自閉症児集団治療教育の上で 集団形態が個々の自閉症児の発達に与える影響に
ついて， 2 つの異なった療育集団の治療的効果を，統計的手法を用いて，比較検討したもので，その結
果，集団規模，対治療者との比較等の人的構造及び，治療場面での構造設定が，特に，自閉症の病理性
に対する治療的効果に大きな影響を与えることを明らかにした。
今後，自閉症児の集団治療教育理論を進展させる上で基礎となる重要な知見であり，学位論文として
価値あるものと認める。
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